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本日の研修内容

１ 都のＰＭ2.5モニタリングと測定機器の設置状況

２
 

環境基準等の位置づけと海外の基準

３
 

都内の大気環境の現状

４
 

注意喚起の判断基準等と照らした都内の状況

５ まとめ
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１  都のＰＭ2.5モニタリングと  
測定機器の設置状況
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国の設置基準を大幅に上回る測定機の設置数

測定局数 測定局数 測定局数
15 12 27
14 12 26
14 10 24
1 0 1
1 0 1
0 1 1
0 - 0
0 - 0
0 - 0

16 12 28
15 12 27
14 11 25

※PM2.5設置局の数は、上段から平成22年度設置、23年度設置、24年度設置。
※上記表以外に平成23年度に桧原測定局（バックグランド）にPM2.5測定機を設置。

環境省が大気汚染防止法22条に基づく事務処理基準で算定した測定局数
局数

東京都(八王子市含む）
全 国　合　計 1,292

45 35 35

55

82 80

国 1 0 - - 1

合計 47

77

0

77

4 31

43 34 34

八王子市 3 2 1

都 43

　　　　　　　　　　　　　　  【都内におけるPM2.5設置局数】      平成25年12月末現在
一般局 自排局 合計

PM2.5設置局 PM2.5設置局PM2.5設置局
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平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

多摩部 ６局 ６局 ５局

区部 ９局 ９局 ９局

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

１2

１3

１4

１5

１6

１7

１8

１9

20

21

22

24

23

千代田区神田司町

中央区晴海

25

27

26

29

30

31

33

34

32

35

36

37

38

39

40

港区高輪

港区台場

江東区大島

江戸川区鹿骨

江戸川区春江町

江戸川区南葛西

荒川区南千住

足立区西新井

葛飾区鎌倉

武蔵野市関前

小平市小川町

西東京市田無町

東大和市奈良橋

清瀬市上清戸

立川市泉町

府中市宮西町

調布市深大寺南町

小金井市本町

狛江市中和泉

国設東京（新宿）

文京区本駒込

中野区若宮

杉並区久我山

板橋区本町

練馬区石神井町

練馬区北町

品川区豊町

品川区八潮

目黒区碑文谷

大田区東糀谷

世田谷区世田谷

渋谷区宇田川町 青梅市東青梅

福生市本町

八王子市片倉町

八王子市館町

町田市金森

町田市能ヶ谷町

多摩市愛宕

測　定　局　名

46

47

41

42

43

44

45

世田谷区成城

練馬区練馬

足立区綾瀬

葛飾区水元公園

八王子市大楽寺町

西東京市下保谷

測　定　局　名 測　定　局　名 測　定　局　名 測　定　局　名

１

２

６

７

８

３
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５

９

11
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１7

2423
１9

22

20
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27

28
29

26

34

32

31

30

33

40
46

38

37

39

3635

21
42

41

43

45

44

42

足立区

葛飾区荒川区

墨田区
台東区

中央区

港区
江東区

江戸川区
千代田区

練馬区

板橋区
北区

杉並区 中野区
新宿区

豊島区

文京区

世田谷区

渋谷区

目黒区

品川区

大田区

八王子市

日野市

多摩市

町田市

稲城市

昭島市

立川市

国分寺市

国立市

調布市

小金井市

府中市

狛江市

三鷹市

西東京市

武蔵村山市

東村山市

清瀬市

武蔵野市

小平市

東大和市 東久留米市

青梅市

瑞穂町

日の出町 羽村市

あきる野市

奥多摩町

檜原村

福生市

一般環境大気測定局におけるPM2.5自動測定機設置状況

28

檜原測定所

４７

一般環境大気測定局（檜原測定所を含む）における設置状況

　■設置局数(都の設置している測定局のみ)

　■各年度設置局

43

30
45
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41

32

40

37
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44
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33
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42
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都内８１箇所の測定
 局に測定機を設置

 （３局は八王子市が設置）
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一般環境大気測定局

住宅地などで測定
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自動車排出ガス測定局

道路沿道で測定
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測定機

ＴＭ

集合採気分配管

各種測定機

測定局では、二酸化窒素（NO２

 

）や二酸化硫黄（SO２

 

）

 なども測定
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ＰＭ2.5測定機

測定機の外観 測定機の内部

大気の採取

 箇所
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２  環境基準等の位置づけと海外  
の基準
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◆環境基準の設定(平成21年9月9日
 

環境省告示）
 「微小粒子状物質による大気の汚染に係る環境基準について」

 ○環境基準（一年間を通じて評価するもの）

 一年平均値：１５μｇ/㎥ 以下

 一日平均値：３５μｇ/㎥ 以下

 ○環境基準の位置づけ

 環境基準は「人の健康の保護及び生活環境の保全の上で維持されることが望

 ましい基準」として設定
９８％値の計算方法(測定日数が３６５日の場合)

最低値 最高値
９８％値

３６５番目３５８番目１番目

２％(７日)９８％(３５８日)

日平均値を

昇順に並べる。
この値と短期基準の

３５μｇ/ｍ３と比較

◆暫定指針(2013年2月27日公表）

 国は法令に基づかない注意喚起のための｢暫定的な指針となる値」として、一日

 平均（ ７０μｇ/㎥ ）を設定

どちらも長期的観点で評価

１日平均値で判断

※１日平均値の求め方⇒
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海外のPM2.5の基準

年平均値 日平均値 備考

ＷＨＯ

暫定的目標値１ ３５ ７５ 2006年設定。暫定的目標値は

 
中間的な到達目標（国ごとに

 
具体的な施策、技術的実現可

 
能性、経済的な考察、及び政

 
治的・社会的な要因が異な

 
る。）

最終的にはガイドライン値の達

 
成を目標(評価は年平均値を

 
優先）

暫定的目標値２ ２５ ５０

暫定的目標値３ １５ ３７．５

ガイドライン １０ ２５

日本 １５ ３５ 2009年設定

米国 １２＊ ３５ 1997年設定

＊2013年2月までは15 ㎍／㎥

ＥＵ ２５ - 2008年設定

2015年以降は20㎍／㎥

中国 ３５ ７５ 2012年設定

（単位：

 

㎍／㎥ ）
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３  都内の大気環境の現状
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微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の経年変化
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年度

Ｐ
Ｍ

  
  
  
年

平
均

濃
度

　
μ

g/
m

3

足立区綾瀬（一般局）

町田市中町（一般局）

日光街道梅島（自排局）

甲州街道国立（自排局）

2
.5

平均
約５５％減少

この１０年間で大きく改善（濃度は５５％減少）

H15 ディーゼル

 車対策

H14 焼却炉

 規制強化
VOC対策の推進

※都では環境基準設定（H21）より前から、調査を実施（標準法とは異なるため測定結果はやや低めとなる）
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微小粒子状物質(ＰＭ2.5)の測定結果

※平成23年度から環境基準評価のための測定を開始

一般局 自排局

平成24年度 平成23年度 平成24年度 平成23年度

環境基準

達成状況

２０／３１局

（６５％）

２／１６局

（１３％）

６／２４局

（２５％）

０／１２局

（０％）

年平均値

（ ㎍/㎥ ）
１４．２ １５．７ １５．９ １７．７

平成24年度は、一般局・自排局ともに23年度より改善
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年度別のPM2.5の月平均濃度（一般局）

年度別　都全体月平均値（㎍/m3）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（㎍/m3）

平成23年度（16測定局）

平成24年度（31測定局）

平成25年度（45測定局）
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年度別・月別　一測定局当たりの日平均値が

35㎍/m3を超えた日数

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（日数）

平成23年度（16測定局）

平成24年度（31測定局）

平成25年度（45測定局）

気象条件等により３５μｇ/ｍ３を超える日もあるが
 環境基準の評価は１年間の結果で行うもの

７０
 

μｇ/ｍ３を

超えた日はない
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都内における例年のPM2.5濃度上昇の要因

PM2.5 ＮＯ２

ＳＯ２ PM2.5 ＮＯ２

 ＳＯ２

温暖な時期 寒い時期

風が弱く、地表が冷えていると冷たい

 大気が、地表付近にとどまる現象（接

 地逆転層）が起こり、各物質が薄まり

 にくくなる

 
⇒

 
濃度が上昇

排ガス 排ガス

発生源から排出された各物質は上空へ

 拡散して薄まっていく ⇒ 通常の濃度

工場・事業場

排ガス

工場・事業場

排ガス

自動車 自動車
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４  注意喚起の判断基準等と照ら  
した都内の状況
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専門家会合報告の注意喚起の運用方法

○注意喚起は健康影響が出現する可能性が高くなると予測される濃度水準

 を法令に基づかない暫定的な指針となる値として定めたもの

(※環境省ホームページのQ＆Aでは、「暫定的な指針となる値70㎍／ｍ３

 を大きく超えない限り、運動会等の屋外行事を中止する必要はないと考え

 る」旨が記載）

○PM2.5の自動測定機は、日平均値の精度は確認されているが、1時間値の

 精度は確認されていない。従って複数の測定局を対象に１時間値の複数

 時間の平均値を基に判断

○判断は一般環境大気測定局における当該日のPM2.5濃度を基に行う

○注意喚起は広域の現象を念頭に置いたもの。（広範囲の地域にわたり健康

 影響の可能性が懸念される場合の参考情報）

国は、暫定指針値（一日平均値70㎍／ｍ３）を超える恐れがある場合に、そ

 の日の早い段階での注意喚起のための判断基準を示した。
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注意喚起の判断基準①及び暫定指針値に
 照らし合わせた都内の測定結果

• 期間：平成23年4月から平成25年12月（約1,000日）

• 測定局数：平成23年度16局、24年度31局、25年度45局

• 判断基準①：一般局5時～7時の平均値。同一区域内の複数

 
局の中央値

 ８５

 
μｇ/㎥超

約1,000日

（延べ約3万データ）
0

00

85

5時～7時の1時間値の平均値

0

70
日
平
均
値

○暫定指針値である日平
均値70㎍/㎥を超えたこ

とはない。
○判断基準①を超えたこ

とはない
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注意喚起の判断基準②及び暫定指針値に
 照らし合わせた都内の測定結果

• 期間：平成23年4月から平成25年12月（約1,000日）
• 測定局数：平成23年度16局、24年度31局、25年度45局
• 判断基準②：一般局5時～12時の平均値。同一区域内の最大値８０ μｇ/ 

㎥超

約1,000日

（延べ約3万データ）

1日（1局）

00

80

5時～12時の1時間値の平均値

0

70
日
平
均
値

○暫定指針値である日平
均値70㎍/㎥を超えたこ

とはない。
○判断基準②を超えた日

が１日（１局）あるが、当
該日・局の日平均値は
66.6μg/m3（当日の都内

測定局の最大値）で暫定

指針値70μg/m3以下。

平成23年11月6日

足立区綾瀬局
82.4⇒66.6㎍/㎥
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東京都内の大気環境中のPM2.5濃度と注意喚起

○
 

一般大気環境測定局で１日平均値が７０μｇ/ｍ３を超えたこ
 とはない。

○
 

注意喚起の判断基準を超過したのは１日（１局）のみであり、
 その日の日平均最大値は６６．６ μｇ/ｍ３であった。

○
 

この１０年間（H13～H23）で都内PM2.5濃度は大きく減少。
 今後も改善していくと考えられる。

都内では国の暫定指針値を超えるような事態が生じることは考
 えにくい。
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５ ま と め

○環境基準の適否は１年間を通じた長期的観点で評価

○都内では、中国の影響は明確に現れていない

○国の暫定指針を超えることは考えにくい

○正しい情報を都民に伝え、安心していただくことが重要

○今後もホームページで1時間ごとの測定結果をリアルタ
 イムに公表していくとともに、引き続き大気環境を監視し
 ていく

○ 区市町村等の職員に対する研修会や都民向けの環境
 講座などを通して、正しい情報の提供に努めていく
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大気汚染地図情報

ホームページで１時間ごとの測定結果をリアルタイムに公表

参考①

※平成２６年１月２９日よりホームページのURLを変更します。
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Twitterによる情報提供

毎週火曜日に前週1週間分の日平均値
 をツイッターで提供

参考②
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ご清聴ありがとうございました
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